
 

 

 

 

 

 

学校教育目標 夢と感動 勇気と感謝 みはらしの丘の未来を創る 生きる力にあふれる子どもの育成 

 

 

 

 １・２年生は山形市少年自然の家での雪上教室、３・４年生は猿倉スキー場、５・６年生は

蔵王温泉スキー場でのスキー教室を実施しました。雪上教室は強風に見舞われる時間帯もあ

り、冬の厳しさを味わう中での雪遊びやチューブ滑りでした。５・６年生のスキー教室は、年

に１回あるかどうかのすばらしい天候で、山頂からは鳥海山が大きく見えたそうです。３・４

年生は、昨年度、スキー教室が実施できませんでした。インストラクターの先生から初めて教

わる子どもたちがほとんどで、汗だくになりながら取り組んでいました。雪は、大人にとっ

て、自宅の除雪や通勤時の渋滞で苦労ばかりがですが、今回、子どもたちは雪国に暮らす楽し

い遊びやスポーツが体験できた学習になりました。 

 

 

 

 

 

 １月３１日朝の集会（校内ＴＶ放送）で、地域の方への感謝の会を開催しました。この日は

地域から３名の方においでいただきました。読み聞かせや学校畑でお世話になっている髙橋正

好さん、毎朝、みはらし一丁目と二丁目の間の交差点で交通指導していただいている皆川征實

（ゆきみ）さん、下校時の安全を見守っていただいている青色パトロール隊の代表として、遠

藤邦也さんです。校門の前の横断歩道で交通指導していただいている井上喜市さんは、都合に

より欠席でした。子どもたちからは、感謝の言葉とお礼の品を渡し、地域の方からは、子ども

たちへ「夢や目標をもつこと」「感謝の気持ちをもつこと」の大切さについてのお話がありま

した。この方々以外にも、子どもたちの安全な生活や学習を見守ってくれている地域の方々は

たくさんいます。感謝の気持ちを一番伝えられるのは「あいさつ」です。これからも地域の方

に感謝の気持ちを込めたあいさつをしていきましょうと話をしました。 

 学校畑でお世話になっている白丸友里江さんと工藤大輝さんには、１・２年生から手作りの
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３月の主な行事 
 

  ３（金）定時退校日 

１７（金）修了式 

１８（土）卒業証書授与式 

２４（金）お別れの会 

メッセージが渡され、読み聞かせのキッズポケットさんにも、学校全体でお礼のお手紙を渡し

ました。 

 

 

 

 子どもたちの評価と合わせて、先日報告しました。１６日には第３回学校運営協議会を開催

し、今年度の評価について報告し、以下のような意見をいただきました。 

◆学校評価アンケートについて 

 アンケートの選択肢に「どちらかというとあてはまる」と「どちらかというとあてはまらな

い」の間に「どちらにもあてはまらない」という答えがあるはずで、実態や状況を把握するた

めには必要でないのか。→ 次年度に向けて検討します。 

◆「わかる授業」について 

 子どもたちが楽しく学ぶことができる環境づくりという視点から、大型電子黒板を１クラス

に１台は配置できるように要望してほしい。→ 本校は情報教育推進校として、大型電子黒板

やＡＩドリルが配置されています。次年度から市内学校にそれらが整備されます。また、校務

支援システムや特別教室のＷi-Ｆi環境の整備も計画され、市の施策として過去にないような

大規模な予算で、教育環境の整備が進められる予定です。そのため、早急の対応は難しいと思

いますが、市教委に伝えたいと思います。 

◆「早寝・早起き・朝ごはん」について 

 ユーチューブやゲーム、プライムビデオ等、子どもたちの生活に大きく影響を与えている。

アイフォン・アイパッドの開発に携わったアップル社のトニー・ファデルや創業者のスティー

ブ・ジョブズも、その依存性のため、自分の子どもの使用には慎重だった。学校ではどのよう

に指導するのか。→ 子どもたちに預けてしまったら切り離すことは至難の業です。また、情

報通信機器はこれからますます必要な時代になり、使い方（使用時間等、きまりを設定する）

を自分でコントロールする力が必要です。これからもＰＴＡと連携しながら指導を図ります。 

◆「仲間はずれやいじめをいない」について 

 いじめの有無について、学校はどのように把握してい

るのか。→ 普段から子どもたちの様子を観察している

ことや、定期的に子どもたちや保護者へのアンケート調

査、教育相談の面談を実施しています。何らかの事実が

あれば、必ず子どもと面談し、確認や指導を通して、解

決を図っていきます。継続した指導が必要な場合もあり

ます。学校評価アンケートでは、「仲間外れやいじめを

しないか」だけでなく、いじめ未然防止や調査に係る取

り組みについて、評価できるようなアンケート評価にし 

ていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年生スキー教室 

◆◇学級編制（クラス替え）について◆◇ 
 
これからの時代に必要とされる子どもたちの

人間関係づくりの能力・態度を育成し、学校生
活の更なる活性化を図るため、全学年でクラス
替えを実施することにします。 


